
2 受け継がれる創業精神　～最高品質で世界に貢献する～

長岡：本日はどうかよろしくお願いいたしま
す。それではまずお二人のご入社前後からのご
略歴を教えてください。
大j：私は1965年生まれの57歳で、1987年に
大学を卒業して株式会社大y製薬工場に入社し
ました。2004年に同社の代表取締役社長に就任
し、2015年に大yホールディングス株式会社の
代表取締役会長になりました。現在は大y製薬

工場の代表取締役も兼任しています。
小川：私は1966年生まれの56歳で、1988年に
大学を卒業し三菱電機株式会社に入社しまし
た。
長岡：三菱電機にご入社されたのはどういう理
由からですか。
小川：親しい先輩がいたということもあります
が、銀行などよりメーカーの方が楽かなと考
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えたもので（笑）。神奈川県鎌倉市に工場があっ
た情報通信機器関係の営業部門に所属し、三菱
グループの信託銀行、保険会社といった金融機
関向けの情報システムを担当していました。そ
の後1993年に日亜化学工業株式会社に入社し、
2006年に常務取締役、2015年に代表取締役社長
に就任いたしました。
長岡：お二人とも奇しくも同じ2015年に中核
会社の代表取締役に就任されたので、いわば

「同期の仲間」ですね。次にご両社の最近の業容
について簡単に教えていただけますか。
大j：大yグループ全体で従業員が47千名、
そのうち 6 割以上が海外で働く従業員です。関
係会社は200社、研究所が44拠点、工場は175
拠点にあります。連結売上高は 1 兆 4 千億円
で、事業内容としては主として医療関連事業、
ニュートラシューティカルズ関連事業および消
費者関連事業部門で構成されています。
小川：当社の従業員は 9 千名強で、そのうち 6
割が光半導体事業に従事しています。生産拠点
は 5 か所ですべて徳島県内にあります。研究所
は県内外に 3 か所あります。海外拠点は13か
国に20か所設置しています。2021年度の連結売
上高は約 4 千億円といったところです。
長岡：ご両社とも素晴らしい業績ですね。

大kグループ創業100周年
長岡：さて、大yグループさんは昨年創業100
周年を迎えられ誠におめでとうございました。
これまでの100年間の歩みについていろいろと
お聞きしたいと思いますが、1921年に創業者の
大y武

ぶ さ ぶ ろ う

三郎氏が、鳴門の地でわずか10名ほど
で事業を始められたんですね。
大j：鳴門は昔から製塩で栄えていましたが、
海水から抽出される炭酸マグネシウムや硫酸マ
グネシウムなどを製造する製薬業に発展してい
きました。私の曽祖父である大y武三郎が、木
造平屋二棟の小さな工場で炭酸マグネシウムの
製造を始めたのが最初です。当時はこの炭酸マ

グネシウムは工業用ゴムの混加剤として重宝さ
れ、神戸や横浜のゴム会社に出荷していたそう
です。この時武三郎は「大y製薬工業部」を設
立しました。
　その後会社は徐々に大きくなり1940年に会
社名を「大y製薬工場」に改称しました。1947
年には武三郎の長男である正

まさひと

士が30歳で社長
に就任しますが、正士はかねてより単品経営に
危機感を抱いており、多品目製造に舵を切りま
した。そして戦後の混乱のなか輸液の製造に踏
み切りました。
長岡：当初武三郎氏は多角化に反対されていた
と聞いていますが。
大j：親子間で意見の対立はあったようです
が、最後は父親の武三郎が折れたということで
しょうね。経営が厳しい時期もありましたが、
朝鮮戦争特需で乗り切った正士は安定経営につ
なげるため新製品開発に注力しました。1953年
に徳島大学の教授との共同研究でオロナイン
軟膏の開発に成
功しました。そ
の後輸液のバリ
エーションも拡
げながら、オロ
ナミンＣドリン
クやボンカレー
などのヒット商
品を生み出し、
消費者向け商品
分野も展開して 自宅玄関前に立つ正士氏（左）と武三郎氏

創業時の事務所兼研究室
（大i記念館：大i製薬工場本社敷地内）
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いきました。
長岡：大yさんのヒット商品は、今までこの世
になかったものを作り出したという点が素晴ら
しいと思いますね。
大j：オロナミンＣの開発が進んでいた1960
年に、正士の長男であり私の父である大y明彦

が入社します。明彦は輸液だけでなく医薬品の
自社開発にこだわりました。1970年代には徳島
市川内町に工場や研究所を作り、自社開発を進
めた結果、ミケランやメプチンといったオリジ
ナルの治療薬開発に成功しました。これがその
後のプレタール、エビリファイといった世界的
なヒット商品の開発につながり、明彦がめざし
た「創薬」を実現しました。
　また医薬品だけでなく、ポカリスエット、カ
ロリーメイト、アミノバリューといった健康関
連商品もヒットし、医薬品とニュートラシュー
ティカルズ製品が二本柱として会社を支えてい
ます。そして2010年には大yホールディング
スが株式上場しました。
長岡：この100年間で、炭酸マグネシウムから
始まった事業が輸液の製造につながり、その
後自社創薬に成功した。また医薬品以外の分野
でも数々の独創的なヒット商品を生み出し、従
業員10名で始めた家業がいまや世界的なトー
タルヘルスケア企業に成長したということです
ね。
　大y会長からご覧になって、武三郎氏、正士
氏、明彦氏がどのような方だったか、また思い
出などについてお話しいただけますか。
大j：曽祖父の武三郎は私が 5 歳の時に亡く
なっているので、当時のことはほとんど記憶が
ないんです。むしろ入社してから写真や銅像を

見て私の中でイメージが作られたよう
な気がします。武三郎は書家でもあっ
たので、残された書はたくさん見てき
ました。「流汗悟道」が有名ですが、私

輸液事業開始当時と同タイプのガラスアンプ
ル入り点滴注射液（写真は1960年代の製品）

現在の大iグループ徳島工場周辺

大i正士氏

建設中の大iグループ徳島工場（1970年）
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はどちらかといえば「誠実動人」に親しみを感
じます。
長岡：阿波銀行にも武三郎氏の書は直筆、陶板
含め何点かあります。
大j：実際に会社を大きくしたのは祖父であ
る正士ですね。そして当時正士を支えた芳満、
公
いさお

、正富の 3 人の弟たちや、大鵬薬品の初代
社長を務めた小林幸雄氏には正士イズムが根付
いていたと思います。その後父親の明彦が入社
し自社創薬に注力したことは先ほど言ったとお
りですが、明彦は私の上司でもあったわけです
からずっと会社で育ててもらったと思っていま
す。
長岡：阿波銀行元頭取の住友俊一は、大y正士
氏から直接「人生希望と辛抱で努力また努力」
や「経営者は実績の上に立て」、「男の約束は法
律に優先する」といった言葉を何度もお聞きし
たということでした。大y会長はそういった話
を直接お聞きになったことはありますか。
大j：ありません。私の母が正士に「自分の
子どもと孫と、どちらが可愛いか」と聞いたら

「子どもに決まってるやろ」と言われたそうです
（笑）。私は兵庫県生まれなので、入社直後は正
士の自宅に居候させてもらってたんですよ。今
の潮騒荘の敷地内ですね。どうにも祖父が怖く
て、最初の頃は一緒に食事をしていてもお互い
何を話してよいか分からずに無言でご飯を食べ
ていました。そのうちだんだん顔を合わさなく
なり、夕食は一人自室でボンカレーということ

もあったり。
長岡：なるほ
ど、怖いおじ
いちゃんだっ
たわけですね。
正士氏は「実
証」という言葉
をとても大切
になさってい
ましたね。お
父様の明彦氏
は「創造性」と
いう言葉を大切にされていて、つねに他人がや
らないことに挑戦されていたというお話を聞い
ていますが、このあたりはいかがでしょうか。
大j：父は仕事人間で家にはほとんどいなかっ
たので、むしろ入社してから会社で接する時間
の方が長かったです。様々な会議で同席する
機会が多く、そこで父が話すことがとても勉強
になりました。ものの見方や考え方について教
えられました。父は好奇心が人一倍旺盛だった
し、会社を発展させるためには他人と同じこと
をしていてはダメだと。またそんなにたくさん
お金があるわけでもないから、誰も手を付けな
いニッチなところから大きくしていこうという
考えでしたね。
長岡：ポカリスエットなどはまさにそうですよ
ね。
大j：運動部員は練習中に水を飲んではいけな
いという時代に、ポカリスエットは間違った習
慣を打破するきっかけになったと思います。
小川：寝ている間に300g以上の汗をかくから、
起きたらポカリスエット飲みましょうという糸
井重里さんが出ていたＣＭは、まさに発想の転
換でしたよね。
長岡：2021年 9 月に100周年を迎えられ、何か
記念事業をなさいましたか。
大j：100周年のシンボルとメッセージを制定
し、社内外のコミュニケーションの象徴として
います。またあくまで社内向けになりますが、

大i明彦氏

左から、正士氏、一郎氏、明彦氏
（1998年）
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大y製薬徳島板野工場内に記念施設をつくり
ました。これまでの歴史を残すとともに、次の
100年に向けて歩んでいこうというためのもの
です。

日亜化学工業創業65周年
長岡：日亜化学工業さんは2021年12月に創業
65周年を迎えられたということで、おめでと
うございます。振り返ってみると、創業者であ
る小川信雄氏が戦後郷里に戻り薬品の製造販売
を始め、その後1956年12月に日亜化学工業を
設立されてから65年ですね。まず日亜の「亜」
は何を表しているんでしょうか。
小川：アジア、アメリカ、オーストラリアの頭

文字です。
長岡：オース
トラリアまで
含んでいるん
ですか。
小川：祖父の
信雄は、戦時
中の話はあま
りしたがらな
かったのです
が、陸軍少佐
として従軍し
たニューギニ
アのブーゲンビル島で終戦を迎えて、オースト
ラリアの捕虜収容所にいたことがあるので、そ
れが関係しているのではないかと思います。環
太平洋ですね。
長岡：日亜さんが創業50周年に発刊された「日
亜50年のあゆみ」を拝見すると、当時は創業後
の歴史を第 1 期から第 4 期に分けていらっしゃ
います。第 1 期は「誕生」ですが、日亜さんも
無水塩化カルシウムや無機塩に関係する技術で
スタートされているということですね。第 2 期
が蛍光灯やカラーテレビ用の蛍光体を作られた

「邁進」の時期、第 3 期には赤色蛍光体の製造を
開始し売上高が100億円を突破し「躍進」の時

代へ。
　その当時私は、阿波銀行阿南支
店の営業担当者として 4 年近く貴
社へおじゃましていましたが、そ
の頃の蛍光体の世界シェアでＧ
Ｅ、フィリップス、日亜さんが
世界三大メーカーといわれていた
記憶があります。それが第 3 期の
19年間でした。
　そして第 4 期でＬＥＤが開発さ
れて、青色と白色のＬＥＤの世界
トップメーカーになられて、1995
年にはリチウムイオン電池用正極
材料の製造を開始したという「飛創業者の風景

100年シンボル

小川信雄氏
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躍」の時代であり、それ以降今日の繁栄につな
がってきたということですね。
小川：長岡理事長からお話があったように、当
社も大yさんと同様に無機原料から始まってい
て、ＧＥ、フィリップス、日亜が三大メーカー
と言ってくださった蛍光体ですが、ブラウン管
でも蛍光灯でもたくさん種類がありますので、
大手電機メーカーはわざわざ内製するよりも、
専業メーカーに任せておけということの結果
だったと思います。
大j：大yグループの輸液も同様ですね。最
初は大きいメーカーが自分で作っていたので。
小川：決して下請けというわけではないんです
が、いろんなメーカーさんのそういう困りご
とや手間のかかる仕事を受けていくということ
と、品質がよかったというか大手電機メーカー
さんが内製しているものより、蛍光体を作る原
料自体の純度も阿南の田舎で当社が作る方が上
だったということでしょうか。今は蛍光体の製
法として広く知られていますが、当時は当社が
独自の製法を世界で最初に編み出したことで、
非常にニッチな市場ですが蛍光体の仕事が世

界中から舞い
込むようにな
りました。創
業者の信雄は
薬剤将校でし
たが、自分で
手を動かして
何でも作るこ
とが得意だっ
たということ
で、物不足の
軍隊で、プラ
ントから実験装置まで自分で作り、果ては武器
弾薬不足のなか地雷まで兵隊さんと一緒に作っ
ていたようです。
長岡：それはすごいですね。
大j：元々釜で薬を作ったりできる方だったん
でしょう。
小川：ええ。薬剤師でしたから。入社した後に
先輩から聞いた話ですが、何でも自分の手を動
かして、不自由な環境でも高品質なものを作
るというようなことを創業者自身がやっていた
と。私が小さいときには父親である小川英治現
会長は、蛍光体の仕事が舞い込んでくるなかで
出張で飛び回って、なかなか私たち子どもと遊
ぶ時間もなかったんですが、祖父の信雄は少年
野球の応援に来てくれたり、私が高校生くらい
までは一緒に登山をした思い出もあります。父
親はたまにキャッチボールしていても厳しかっ

蛍光体

青色ＬＥＤ

小川英治氏

登山中の信雄氏（左から2人目）と
裕義氏（右から4人目）（1970年、白山）
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たですが（笑）。
大j：私と違って、おじいさんとの時間が結構
あったんですね。
小川：1989年に祖父から父に社長をバトン
タッチしているんですが、その前から当社は夏
休みが 1 か月ありました。それは福利厚生の観
点からだけではなく、夏場は電気炉が熱くなっ
て使えなくなるし、阿南は県南で早稲なので稲
刈りもある。草取り休みと稲刈り休みが 2 週間
ずつあったのをくっつけて、結果的に 1 か月で
日本最長になりました。祖父は休みの間、社員
や取引先の人たちと一緒に日本中の山に登って
いましたね。
長岡：小川信雄氏が社長時代に、筋トレで毎日
スクワットを500回以上していたと聞いたこと
があります。その当時70歳近かったと思うん
ですが。
小川：家族もいいかげんにしたらと呆れていま
した。
長岡：若くても100回はきついと思いますよ。
小川：40年ほど前に台湾の新高山（にいたかや
ま、現在の玉山、標高3,952m）に登ったとき
は、祖母と母親がずいぶん心配していました。
その後キリマンジャロに行って、おそらく頂上
までは行ってないですけど、キリマンジャロ
を歩く後ろ姿という写真が会社に残っています
ね。
長岡：信雄氏はご自宅から会社まで毎日自転車
で通勤されていましたね。道路を走る車からよ
く見えるように真っ赤な帽子をかぶって。
小川：大yグループの方から大y家の方はみ
なさん質素で、華美な生活をしないとお聞きし
ていますが、うちの祖父もやはりそうで、ある
時祖父が「これやるわ」と大事そうにくれたの
が阿南・徳島間のバスの往復切符でした（笑）。
長岡：小川信雄氏と大y正士氏は交流があった
んですよ。当時信雄氏が主宰する「小川塾」と
いう勉強会があり、県内の経営者40 ～ 50名が
集まっていたんですが、正士氏も塾生として来
られていたんです。そのときに「私が徳島で一

番尊敬する経営者は小川信雄さん。この人は非
常に勉強熱心、研究熱心な方です」と。年齢は
信雄氏が 4 歳年上ですが、正士氏が皆さんの前
でそうおっしゃっていたことはすごく印象的で
した。
大j：それは初めて聞きました。
長岡：またこんなこともありました。当時日亜
さんはすでに年商100億円を超える大きな会社
だったんですが、事業用の土地を購入すると、
信雄氏がご自身で法務局へ行き不動産登記手続
きをなさっていたそうです。あるとき、会社を
一つ作るというので、定款をご自分で書かれた
上で、私に司法書士を紹介してほしいとのご依
頼がありました。会社御用達の方がいらっしゃ
るのではと申し上げたら、今まで頼んだことが
ないと。それまで全部ご自分で登記手続きをな
さっていたためですが、阿南の法務局から専門
家の司法書士に依頼してくださいと言われたも
のの、誰も知らないので紹介してほしいという
ことでした。
大j：ご自分で起業して会社を創った方は、全
部自分でやらないといけないんですね。
長岡：自分で実際にやってみて覚えていくとい
うのが、信雄氏がおっしゃっていた「自助自立」
ということなんだなと理解しました。
大j：その時代はそういうことだったんでしょ
うが、すごいことですね。
小川：先ほど当時100億円企業だったと言って
いただきましたが、私が入社した1990年代は、
すでに大企業だった大yグループさんとは違っ
て、当社はまだまだ中小企業の気風が、良いと
ころも悪いところも残っていたと思いますね。
大j：いやいや、うちもその頃はまだ中小企業
の色合いが残っていましたよ。
小川：そういわれれば大yさんには野武士っぽ
い方がたくさんいらっしゃいましたね。

創業者の想いと企業理念
長岡：これまでの歴史を振り返ると、ご両社
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とも創業家の
オーナーシッ
プの力が強く
反映されてき
た企業だと感
じています。
そのあたりは
どのように考
えられていま
すか。
大j：たしか
に私は創業家

の 4 代目ではありますが、会社の規模が大きく
なり、また株式上場をしたことで様々なステー
クホルダーの方々に対して大きな責任を負って
いますから、創業家の力だけでどうにかなるよ
うな時代ではなくなりました。今は200社ある
グループ各社の社長や役員が、それぞれ専門的
な立場から経営に責任を持ち、会社の発展に力
を尽くしています。そういう意味では正士、明
彦の強い個性が発揮された時代とは変わってい
ます。
長岡：大yホールディングスの樋口達夫社長
は、機会があるたびに武三郎氏からつながる創
業家の歴史についてお話をされていますね。
大j：樋口氏は、正士や明彦と長年一緒に働い
てこられたので、大yの歴史をもっともよく知
る一人です。ホールディングス設立
時から社長を務めており、大yの歴
史の継承にも力を注いでくれていま
す。
長岡：そのとおりですね。
大j：正士や明彦はすごい人だっ
たと思いますが、他人の前で自分の
祖父や父親を誉めるというのはなか
なか難しいものですよ。明彦も正士
のことを他人の前で誉めたりはしな
かったと思います。
小川：うちの場合ですと、創業者
の信雄と2代目社長（現会長）の英治

の性格は大きく異なりますが、経営者としての
共通点はあると思いますね。当社は根本的な原
材料を精製して、そこから世界一の品質のもの
を作るという伝統がありますが、これは創業者
から英治が引き継いで発展させてきました。し
かし、この研究や開発の結果がどうなるか分か
らないのに、事業用の土地をどんどん購入して
いったり、何に使うか決まっていないのに大き
な建物を建てたりと、阿南という土地に恵まれ
た場所だったという側面はあったものの、やは
りこのあたりはよく似ています。一緒に仕事を
するうちに受け継いだのか、元々そういう性格
だったのかは分かりませんが。
長岡：まさにそういうところがオーナーシップ
経営の強みではないでしょうか。
小川：オーナーシップ経営かどうかはよく分か
りませんが、先のことが分からない状況であっ

樋口達夫氏

日亜化学工業本社工場

日亜化学工業上中工業所（現在の本社工場用地）
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ても、つねに大きく構えるというやり方は受
け継がれていますね。もし当社が上場していた
ら、市場や株主に対して説明できないものかも
知れません。祖父や父は、言葉では説明できな
い大局観でやっていることなので、私が簡単に
引き継げるものではないと思っています。
大j：成功するかどうか確信がないときにポン
と大きな投資をしたり、長いスパンで研究や開
発を進めていくということが強みということで
すね。
小川：逆に大きな投資をしたから、みんなが頑
張るというところがあるかも知れません。
長岡：日亜さんの本社所在地である阿南市上中
町の本社用地も、昔は何もない広大な土地にわ
ずかな建物だけが建っていたのが、その後ど
んどん建物が増えて広がっていきましたね。辰
巳工業団地に土地を確保されたときも、あんな
大きな土地は要らないという意見もあったけれ
ど、英治氏が思い切って購入された。それがい
まや手狭になってきたのではないですか。
小川：そうですね。そういった大局観は信雄か
ら引き継いでいると思います。
長岡：時代の変化とともに経営判断のあり方は
変わっていくものでしょうが、創業家の考え方
や求心力がとても大切なものであることはこれ
からも変わらないのではないでしょうか。
　次に社風や経営理念についてお聞きしたい
と 思 い ま す。 大yグ ル ー プ さ ん は“Otsuka-
people creating new products for better health 

worldwide”という企業理念のもと、「世界の
人々の健康に貢献する革新的な製品を創造す
る」ことをめざすと言われていますが、この意
味はこの言葉のとおりでしょうか。
大j：大yが国内メーカーであった時代に、
明彦が海外をめざしていこうと考えました。そ
の時に輸液だけでなく治療薬を自社開発しよう
ということで、1970年代に研究所を立ち上げ
たときに作られた言葉です。元々は大y製薬
の企業理念として制定されたものですが、ホー
ルディングスが上場する際にその他の主要グ
ループ会社もこの言葉をベースとして事業を展
開していこ
うというこ
とになりま
した。トー
タルヘルス
ケア企業で
ある大yグ
ループを表
すにふさわ
しい言葉だ
と思ってい
ます。
長岡：大y
会長からご
覧になった大yグループの社風とは。
大j：グループ各社は元々独立した会社として
やってきましたから、それぞれの社風が今でも
残っているように思います。勃興期にトップで
あった正士や明彦、大鵬薬品の小林幸雄氏の考
え方が、大yグループの統一的な企業理念とは
別のものとして、それぞれの会社で今でも残っ
ています。それらを無理に融合させる必要はな
いのかなと思っています。
長岡：大鵬薬品の小林幸雄氏から何度もお話を
お聞きする機会がありましたが、大鵬薬品さん
が箱根の山を越えて東京に進出したときは、銀
行取引をどうするかから始まってあらゆる面で
大変だったそうです。企業理念の石碑

大i製薬徳島研究所（ハイゼットタワー）
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大j：大鵬薬品の立ち上げの際には、取引が
あった全国の問屋さんに株主になっていただい
て、それを運転資金に充てるというそれまで
になかった発想でした。ゼロから会社を作るに
は、いろいろな発想や幅広い選択肢に挑戦する
必要があり、とても大変なことではあるけれど
素晴らしいなと羨ましく思うこともあります。
長岡：ホールディングスさんが上場した時に
は、株主だった問屋さん全員に喜んでもらえ
て、恩返しができたのではないですか。しかし
当時は出資してもらうのは簡単なことではな
く、一軒一軒頭を下げて回ったとお聞きしてい
ます。
大j：小林氏は当時30歳過ぎたばかりの若さ
だったのに、新しく会社を作り、成功するかど
うか分からないがん治療薬の開発に力を注いだ

ことは本当に
す ご い こ と
だ と 思 い ま
す。その後ロ
ンサーフの開
発に成功し、
アメリカ進出
も自力で成し
遂げ大きく成
長していった
ことは素晴ら
しいと思いま
す。

長岡：日 亜 さ ん は「Ever Researching for a 
Brighter World－より明るい世界のために限り
なき研究を－」という言葉を企業理念として使
われていますが、具体的にはどういった内容で
しょうか。
小川：創業者が経営方針として掲げてきたもの
です。1970年代から80年代は蛍光灯やブラウン
管向けの蛍光体が事業の柱だったので、「より
明るいものを」ということだったと思いますが、
その頃は今のようにＬＥＤがメインになるとは
誰も思っていなかったのに、まるで未来を予言

したような言葉ですごいなと感じています。Ｌ
ＥＤの製造においても、蛍光体はＬＥＤと組み
合わせることで重要な役割を果たしています。
今年になって阪神甲子園球場の照明がすべてＬ
ＥＤ化されましたが、暖かみがあるカクテル光
線を再現するために、当社の技術が使われてい
ます。
大j：私が館長を務める大y国際美術館の照
明もすべてＬＥＤに入れ替えましたが、美術館
の職員にも大変評判が良いです。
小川：ご利用いただきありがとうございます

（笑）。あのなかでもオプティソリスという特殊
なものは、美術品を傷めることがない高付加価
値なものです。
長岡：日亜さんには「創業の精神 4 か条（①公徳
を遵守し郷土と共に発展を　②堅実な商品開発
③顧客本位に徹した世界一の商品づくり　④自
助自立の精神を尊重）」がありますね。
小川：はい。創業者が創業の精神を説いたもの
を 4 か条にまとめたものです。最近はこれより
もっと覚えやすい「1.勉強しよう　2.よく考
えてよく働こう　3.そして世界一の商品を創ろ
う」という行動指針が定着しています。ただこ
れはシンプルな内容なんですが、実際に実行す
るのはなかなか難しいです。
長岡：「わたしたちの行動原則 3 つのＣ」という
ことで、“Challenge（挑戦）、Credibility（信頼）、
Collaboration（協働）”というのもありますね。
小川：21世紀になって社員数がどんどん増加

小林幸雄氏

大i国際美術館（写真の天井照明はオプティソリスと高演色LED）
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し、いまや 9 千人を超える規模になってきまし
たが、分かりやすく社風を伝えていくために、
先ほどの 4 か条は覚えにくいので「3 つのＣ」を
作りました。
長岡：小川社長は日頃から「お客さまのニーズ
に徹底してお応えする」とか「好奇心を持って
何事にもチャレンジする」とおっしゃっていま
すね。
小川：はい。先ほど大y会長のお話をお聞きし
ていて、顧客本位とか好奇心を持ってというと
ころは100周年を迎えられた先輩企業をさらに
見習わなければと感じました。当社はＢtoＢ

（企業対企業）の事業ですが、ＢtoＣ（企業対消
費者）をやっている会社との違いがあるように
思います。日頃当社と取引関係がある大y化学
さんや大yテクノさんには大変お世話になっ
ていますが、大yさんは営業の方も技術の方
も、どうすれば顧客の心に深く刺さるかをいつ
も考えており、とてもレベルが高いなと感じて
います。英治会長が職商人（しょくあきんど）と
いうことをよく言います。自分は営業だからと
か、技術だからとか、製造だからではなくてみ
んな職商人として一体になって、お客さんのた
めになる商品を開発していくんだということで
すね。大yさんの社員さんは決して表面的な説
明で終わらないんです。大yの社員さんには、
根本的に正士さんや明彦さんのお考えが根付い
ているんじゃないかと思います。そこはぜひ見
習っていきたいと思っています。

長岡：人の話がたくさん出ましたが、人材確
保、人材育成には力を入れられているものと思
います。幹部候補生やグローバル人材育成にど
のような社内教育しているかお聞きしたいので
すが。
大j：数年前に「大yグローバルアカデミー

（ＯＧＡ）」をつくり、グループ各社の人材を集
め育成を図る場としています。経営の方向性や
企業文化の継承を重視したプログラムが特徴的
かなと思っています。樋口氏も積極的に講師役
を務めていますが、熱心な姿勢には頭が下がり
ます。ホールディングスだけでなくグループ各
社でもそれぞれが人材育成を行っています。次
世代を担う経営人材の育成はとても大切だと
思っています。
長岡：日亜さんの人材育成はいかがでしょう
か。
小川：新入社員の時に、安全衛生やマナー等最
低限の内容を教えていましたが、10年ほど前
に、人材育成センターを作ってキャリア別研修
を始めました。田崎登副会長が教育には非常に
熱心で、新入社員一人一人と面談したりもして
います。また数年前から神戸大学の三品教授に
来ていただいて泊まり込みで経営学の勉強をし
てもらっています。当社ではどうしても技術屋
中心になるんですが、経営学にまったく素養が
ない人間にもケーススタディを中心に面白く学
べるよう、田崎副会長を中心にいろいろと企画
してもらっています。

小川裕義氏大i一郎氏
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長岡：ＬＥＤを開発されて会社の規模が急激に
大きくなられたわけですが、その頃に入社され
た方々が会社の中心になっていると思います。
社長の目からご覧になっていかがですか。
小川：大変心強いですね。社員が数百人規模
だった時代に比べれば人材の層は間違いなく厚
くなっています。ただ当社の場合発展途上的
な人員構成なので、採用が多かった時期に団塊
ができるいびつな構成になっています。そうい
う層から早く幹部が育ってほしいと思っていま
す。

今後の事業展開と成長戦略
長岡：これからのご両社の事業展開や成長戦略
についてお伺いします。まず大yグループさん
はトータルヘルスケア企業としてどのような展
開をお考えですか。
大j：既存分野の強化に加えて、これから力
を入れていきたいと思っている分野の一つがメ
ディカルデバイスですね。新しい技術を取り
込んだ医療用機器を活用し、医薬品とは異なる
アプローチで病気を治療するものです。たとえ
ば超音波を使って高血圧の治療をしたり、レー
ザーを使ってがん治療をしたりします。すでに
グループ内に大yメディカルデバイス株式会社
という会社があり、グループ内で協業して薬剤
と医療機器を組み合わせた新しい手法の開発を
目指しています。
長岡：そういうことなら日亜さんのレーザー技
術が絡んでくるのでは。
小川：今はレーザーのバリエーションが増えて
いるので、メディカルデバイスさんに利用して
いただけるようなアイテムがないか相談させて
いただきたいと思います。
大j：自社開発した医薬品は特許切れという
経営リスクを持っているので、新しい研究開発
を一層進めるのはもちろんですが、ニュートラ
シューティカルズ関連事業をもっと太くして経
営の安定を図らなければいけないと思っていま

す。また大y化学では、次世代医薬品として注
目されている「中分子医薬品」に関連する技術
開発を進めたり、自動車用材料の開発や電池材
料の研究にも取り組んでいます。さらに食糧問
題の解決に役立つような研究もやっていきたい
と思っています。ただモノになるには時間がか
かるでしょうけれど。
長岡：でもどこかで種を蒔かないと決して芽は
出ませんから。事業もまったく同じですよね。
　では日亜さんはいかがでしょうか。
小川：リーマンショックやコロナ禍といった世
界的な災厄が発生すると、自動車の生産やス
マートフォンの生産が落ちて、当社の業績に大
きな影響を及ぼします。一方大yさんの業績
を見ていると、そういった悪影響はほとんど受
けず、安定的に業績を伸ばしていらっしゃるこ
とが分かります。たとえ世界恐慌が起こって世
界中が不景気になったとしても、人に必要とさ
れるものを作っていることは素晴らしいと思っ
ています。現在の当社の事業構成では、産業界
がダウンすると当社の業績もダウンするところ
から当面逃れられないと思います。そういう意
味で、先ほど大y会長のお話にあった医療機器
分野は光分野の技術と通じるところがあり、当
社としてもやらせていただけそうな印象を持ち
ました。国を守るという点でも意義があります
し。
長岡：なるほど、おっしゃることはよく分かり
ます。

研修中の田崎登氏



14 受け継がれる創業精神　～最高品質で世界に貢献する～

小川：現在の会社の事業としては、半導体レー
ザーにはまだまだ開発の余地があって、横浜で
やっているような光量子エレクトロニクスとい
う分野で何かが出てくるのではないかと期待し
ています。それが何か今は分からないけれど、
種を蒔いている段階です。その一方で、照明用
ＬＥＤは高品質高寿命の物が求められるし、Ｌ
ＥＤや半導体レーザーはＥＶも含め自動車用途
がメインになってくると思います。リチウムイ
オン電池材料もどんどんバージョンアップを求
められており、これまで当社が事業対象として
いた高付加価値でニッチな分野から、競合他社
とせめぎ合うメインフィールドで勝負すること
になります。そうすると付加価値がそれほどで
もないのに多額の投資が必要になるという、こ
れまで当社がやってこなかった世界になるの
で、大手自動車メーカーや経済産業省といった
ところと組んでやっていかなければならないか

も知れません。そこは今までの日亜化学工業と
は異なった形ではあるけれど、日本の産業が持
続的に発展するために必要とされる位置に行か
なければならないと思っています。
長岡：今は電池の正極材をやられていますが、
今後はリチウムイオン電池本体を作るというこ
とではなく。
小川：そうではなくて、正極材の需要が桁外れ
に増えてくるだろうということです。また今は
取扱規模は小さいですが、レアアースに頼らな
い電気モーター用の磁性材料なども今後大化け
する可能性があります。ただこれらの製品の付
加価値は、光半導体や蛍光体のように高くはあ
りません。産業にとっては不可欠なものだけれ
ど、たくさん作るために設備投資のお金がかか
るし、上手くいっても長期間かけて回収してい
くという仕事になるのではないかと思っていま
す。

大j：コモディティに近いけれど、
大きな市場が見込めるということで
すね。
小川：そのとおりです。そういう分
野にも本腰を入れなければならない
時期が間近に迫っています。当社が
どこまでやり切れるかです。かなり
広範な需要が見込める半面、化学品
メーカーとして電動車などの基幹産
業を支える位置づけとなり、これま
で当社が得意としてきたニッチ分野
とは様相が異なってくることが予想
されます。

リチウムイオン電池正極材半導体レーザー

日亜化学工業辰巳工場
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長岡：現在半導体が不足していて各方面に影響
が出ていますが、日亜さんご自身が自社用の半
導体を作るということは考えられるのですか。
小川：ＬＥＤや半導体レーザーが自動車用途に
使えるか、ディスプレイ用途なのか、はたまた
メディカルデバイス用途なのかというようなソ
リューションを、当社からお客様に提案してい
かなければいけないと思っています。そのため
には光を制御する半導体については、もっと自
力で設計できるような力を付けなければならな
いと考えています。
長岡：今のお話だとそれを可能にする人材確保
という問題もありますね。
小川：徳島県内で増産するときに今の体制で良
いのかというと、もっと省人化を進めていかな
ければならないでしょう。効率化や省人化を進
めても、徳島県内で得られる人的資源が今の人
口では足りないということも想定されます。日
亜が徳島から出ていくと言っているのではなく
て、人も水も電気も、徳島県のキャパシティが
足りないのではないかという話です。
長岡：日亜さんが徳島に本拠を置くという強い
こだわりに変わりはないけれど、今後の新しい
事業展開によっては徳島だけでは対応できない
こともあり得るということですか。
小川：そうです。その場合は日亜が徳島から出
ていくというのではなく、もっと何か違う方策
を考えなければいけないと思います。ただそ
うであるとしても、当社が阿南に本社を置くの
は、100年先のことは分かりませんが、少なく
とも私と次の社長の代は変わらないものと思っ
ています。

地域社会と教育への貢献
長岡：次に地域貢献のことをお聞きしたいので
すが、大yグループさんには地元徳島をとても
大切にしていただいています。ワールドワイド
な企業になっても、その姿勢は変わってはいな
いですね。

大j：大yグループ発祥の地であり、大yと
いう会社ができた場所ですから大切にするのは
当たり前のことだと思っています。株式会社大
y製薬工場の本社は昔も今も鳴門だし、グルー
プの工場や研究所もありますし、大y国際美術
館もあります。
長岡：プロサッカーチームの徳島ヴォルティス
や、徳島ワジキ工場でのエキサイティング・サ
マー・イン・ワジキなどたくさんありますね。
大y会長は大y国際美術館の館長でもいらっ
しゃるわけですが、最近はいかがでしょうか。
大j：コロナ禍も 3 年目になり、最近は来館者
が大分戻りつつあり、ありがたいことだと思っ
ています。徳島の鳴門といえば大y国際美術
館がある場所と言ってもらえて、日本に住む方
全員が一度は来たことがある美術館にしたいと
思っています。美術館の職員はみんながいろい
ろと創意工夫をしていますし、何よりも自分た
ちも楽しんでいるところが良いと思っています。
長岡：日亜さんは県や阿南市をはじめ徳島大学
にも多額のご寄付を続けていらっしゃいます。
それ以外にも絶滅危惧生物や希少生物の保護に

徳島ヴォルティス

エキサイティング・サマー・イン・ワジキ
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力を注いでいらっしゃいますね。
小川：2013年に「日亜ふるさと振興財団」をつ
くりまして、そういう県内のふるさとの自然を
守る活動や団体に助成しています。こういった
財団を通した活動は、大yさんや阿波銀行さん
は先行されているので見習いたいと思っていま
す。大y国際美術館については、当社に来られ
るお客様もよくご存じですよ。システィーナ歌
舞伎は素晴らしい試みだと思いますし、紅白歌
合戦の米津玄師さんのステージもとても印象的
でした。
長岡：ご両社とも徳島大学さんとは昔から交流
があるものと思います。これまで寄付金や設備
の寄贈など様々な形でご協力ご支援を続けてこ
られたと思いますが、それ以外で何かお話しい
ただけることはありますか。
大j：古くはオロナイン軟膏開発の頃からのお
付き合いですが、1960年代から70年代にかけ

て在籍されてい
た藤井節郎教授
には、大鵬薬品
の抗がん剤フト
ラフール、ユー
エフティをはじ
め様々な場面で
助言をいただい
た関係で、1984
年に大y製薬琵
琶湖研究所（現

在の藤井記念研究所）の所長にご就任いただき
ました。その後藤井・大y国際教育研究交流資
金が設立され、外国人留学生へ奨学金をお渡し
しています。
小川：産学連携でイスラエルプロジェクトとい
うものを進めています。2021年に当社と徳島大
学が共同で「徳島国際サイエンス研究所」を設
置し、テクニオン-イスラエル工科大学と連携
し国際共同研究に取り組むというものです。テ
クニオンはマサチューセッツ工科大学などとも
並び称されるような国際的に評価が高い大学
で、当社とは数年前から交流を続けていたご縁
で、今回徳島大学さんとの間を仲介することが
できました。研究所には当社からも研究者を派
遣しています。
長岡：継続的に教育機関を支援されている姿勢
はとても立派だと思います。
　さて「神山まるごと高専」は、いよいよ来年

徳島大学常三島キャンパスＬＥＤ大時計

「日亜ふるさと財団」の助成による活動 神山まるごと高専理事長の寺田氏（左から2人目）
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（2023年）春に開校する予定で現在は認可手続
きの大詰めの段階で、本年 8 月には正式の認可
が得られると思います。大yグループさんも
日亜化学工業さんも寄付をしてくださっていま
す。私立の高等専門学校が神山町にできること
の意義は大きいと思います。（注：2022年8月31
日に認可を受けた）
小川：Ｓａｎｓａｎ株式会社の寺田さんが理事
長をされるのですね。寺田さんは神山町にサテ
ライトオフィスを設置していますね。
大j：着々と開校準備が進んでいるようだし、
講師の人たちも集まったと聞いているので楽し
みですね。
長岡：個人的には、地域の活性化には教育が重
要と思っています。教育が安定しているとこ
ろって、その地域がしっかりしているんです
よ。今までそういった環境が徳島には足りな
かったように感じていましたが、このたび多く
の方のご尽力でこういう学校が新たにできるこ
とは大変うれしいことです。地元企業としては

一緒になって応援して大いに盛り上げていかな
ければならないと思っています。神山まるごと
高専は起業家を育成したいということであり、
そのなかからいずれ神山育ちの若き経営者が出
てくれば、地元貢献、地域活性化につながって
いくのかなと思っています。大yさんにも日亜
さんにも、引き続きいろいろな形でのご支援を
お願いしたいと思います。これから新しく起業
をめざす若者に対して何かアドバイスをいただ
けませんか。
小川：神山まるごと高専については、寺田さん
があのスピードと実行力を持ってここまで具体
化したものであり、大変ありがたいことだと
思います。その一方で、四国はどんどん人口が
減っていて、現在国立大学や国立高専の再編と
いう流れがあり、阿南高専出身の方がたくさん
いる大yグループさんや当社にとって、阿南高
専にも、もっとがんばって欲しいと思っていま
す。神山まるごと高専から第二の大y武三郎さ
ん、大y正士さん、小川信雄が出て欲しいとこ
ろですが、時代や環境が異なるのでまた違った
形での起業になるかと思います。
　イスラエルにはものすごい数のベンチャー企
業があるんです。人口700万人の国で7,000社
のベンチャー企業があるのってすごいですよ
ね。ちょっと思いついたらすぐやるのでそうい
うことになるんでしょうが、日本はそういう環
境ではなくやはり実行力が大切なので、神山ま
るごと高専でそういうアイデアを起業家の諸先
輩方から教わりながら突破口を見つけるという
ことも大事なんじゃないかと思います。自分で

徳島国際サイエンス研究所

理事長 長岡奨
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起業していないので具体的なアドバイスは難し
いですが。
大j：会社の中で何か新しいテーマに取り組
むときに、新たに起業してやると考えた方が良
い場合があると思います。新しいことをしよう
とすると、社内の様々なしがらみでなかなか進
まなかったり、つぶされるということもありま
す。そうならないように、それをまったく新規
に始める起業だと捉えるような考え方を導入し
ていったらいいんじゃないかと思いますね。社
内にはなかなか進まないプロジェクトが結構あ
るものです。
小川：そのとおりだと思いますね。社内ベン
チャーですね。
長岡：高専なので16歳で入学してきて、5 年間
そこで勉強するわけですが、卒業時に就職する
人、大学の 3 年生に編入する人、そしてすぐ起
業する人、いろいろな道があると思います。こ
れからそういう人たちを集めそういう教育をし
ますから、今までの高専の教育とはまったく違
う学校になると思うんですよ。
大j：世の中を改善したい、役に立ちたいとい
う人は多いから、いろいろなベンチャーが生ま
れてとてもいいなと思っています。

大切にする想い
長岡：最後に、お二人の個人的なことをお聞き
したいと思いますが、ご自分の人生を振り返っ
てみて、思い出や失敗談、大切にされている想
いなどについて、お話しいただけたら。
大j：私は兵庫県で生まれ育ったのですが、も
し徳島で育っていたらどんな人間になっていた
か、またキャラクターも違っていたかも知れな
いと思います。でも徳島生まれでなくても、大
y発祥の地なのでこれからもお役に立つことを
したいと思っています。
　失敗といえば、学生時代に交通事故に遭った
ことでしょうか。その後大yの会社に入れても
らって、みんなに迷惑をかけないようにやって

きたつもりですがどうでしょうか。
　大yグループがこれからも世の中に役立つ会
社であり続けてほしいと思います。今回この対
談を通してもっと勉強しないといけないなと思
う良い機会になりました。座右の銘というので
はありませんが、日頃私がよく言っているのは

「将来この21世紀を振り返ったときに『大yグ
ループはヘルスケアで世の中の役に立ったね』
と言われるような会社にしたい」ということで
す。
小川：「失敗は挑戦のあかし」という言葉があ
ります。挑戦するから失敗もするということで
あり、挑戦を恐れてはいけないということと、
失敗を成長につなげなければいけないという話
を若手社員にしようかなとか思っていたんで
すが、自分の最初の失敗って、上京していきな
り飲み過ぎて道路で寝込んで財布を失くしてし
まったことです。そんなことちっとも成長につ
ながらないので（笑）。
　仕事上の失敗として忘れられないのが、20年
以上前ですがＬＥＤを利用したゲーム機用プリ
ンタの開発に関わるできごとです。発注元の
会社はトップがすべて意思決定するという会社
だったんですが、納期の問題もありこちらでは
資金も投入し開発の準備を進めていたところ、
最終的にその会社のトップのＯＫが出ず企画
そのものが消えてしまい大きな損失を出しまし
た。もう少しその会社の内情を調べてから仕事
を受けるべきだったというのが教訓ですが、そ
の後まったく別の場面で新しいタイプのＬＥＤ
を作ろうとしたときに、無駄になったと思って
いた準備が転用でき、結果的に素早く対応でき
たということがありました。たまたまですが失
敗が後で生きたという事例ですね。
大j：失敗じゃなかったんですね。
小川：いえいえ失敗なんですけど、何もやって
なかったらその後のことはなかったし、運も大
切ということですね。
長岡：チャレンジはしないといけないというこ
とですね。
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小川：13年前の徳島経済研究所
さんとの対談では、座右の銘は

「一燈照隅」と申しましたが、今回
は「一番より一流たれ」にします。
これは「かんてんぱぱ」の塚越寛
さん（伊那食品工業株式会社最高
顧問）がある雑誌に書かれていた
言葉で、塚越さんご自身も誰かか
ら聞いた言葉だそうです。たしか
に、当社も世界一の製品を作ろう
と言っていますが、世界で一番安
いのがいいのではなくて、やっぱ
り一流たれということですよね。一番というの
は結果であって、一流をめざした上で一番にな
るのであればいいけれど、量や利益だけの一番
をめざすことではないということです。それは
一流をめざした結果であり、当社の創業者、現

会長と続いてきた「品質優先、技術一番」とい
う考え方とつながると思っています。
長岡：今日はお忙しいなか、貴重なお話をたく
さんお聞きできました。本当にありがとうござ
いました。

（2022年 6 月 7 日　阿波銀行本店営業部にて）
（企画・構成　専務理事　海出隆夫　／　編集　元木恵子）


